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土石流災害危険渓流のリスク評価手法の開発

土砂災害警戒区域指定など北海道の行政施策に活用
道民の安全・安心な暮らしに貢献
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経常研究

近年の豪雨により全国で土石流災害が増加。
土石流災害のリスクが高い渓流を把握し、防災対策を効果的に進める。

１ ２全道の沖積錐と集水域を可視化

産業技術環境研究本部 エネルギー・環境・地質研究所

機械学習による危険渓流の抽出

500 m

沖積錐はないが、潜在的なリスクが
高い渓流を推定することが可能に

全道の沖積錐を抽出し、高リスクの渓流を持つ集水域を視覚化

波恵川（日高管内）の例

沖積錐
渓流で繰り返し発生した土石流
により形成された扇状の堆積地形
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波恵川の例（87渓流）

高い正答率（87渓流中の82渓流が
分布図と一致）

集水域の地形解析
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全道の沖積錐・集水域
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問い合わせ：エネルギー・環境・地質研究所 電話：011-747-3521（代表）

成 果

背 景

期待される効果


